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鍼灸治療はプラセボー効果ではなく、本当に効く 
 

１．本物の鍼治療はシャム鍼治療より効果があるのか 

 「鍼の効果には科学的根拠がなくプラセボー効果に過ぎない。」といった内容が『代
替医療のトリック』(サイモン・シン、エツァート・エルン
ストン著、青木薫訳、新潮社、2010.)に記載され、鍼治療に
対する不信感が世界を駆け巡りました(図１)1)。本当にサイモ
ン・シンらが言うように鍼の効果はプラセボー効果によるも
ので、鍼治療そのものには効果はないのでしょうか。 

臨床研究においては、例えば薬の治療効果を検証するには、
医師と患者のいずれもが本物か、偽物かを分からないように
して両者の効果を比較することが行われます。すなわち、偽
薬によるプラセボー効果と本物の薬の効果を比較し、本物の
方が偽物より有意に効果があることを証明しようとします。 

薬の臨床試験と同様に鍼治療が効くということを証明す
るためには同様の臨床試験が求められますが、このような研究は日本では少ないこと
から、ここでは外国の報告を紹介します。 

 スペインで行われた変形性膝関節症に対する鍼治療の臨床試験では、本物の鍼治療
に対する対照として偽鍼による鍼治療が設定され、両者の比較がWOMAC を評価指標
として行われました。その時に使用された偽物の鍼が図２に示すストレイトバーガー
の偽鍼(シャム鍼)です 2)。図２に示すように偽
鍼では押しこんだ鍼は身体内に刺入すること
なく鍼柄内に入るような仕掛けになっていま
す。患者側からは鍼が刺さったように見え、
本物の鍼と見分けがつきません。こうした鍼
を使った治療を対照として比較したところ、
図３に示すように本物の鍼治療が有効であっ
たと報告されています 3)。なお、WOMAC と
は、変形性膝関節症の評価票のことで、疼痛・
機能・こわばり・それらの合計で治療効果を
評価できるようになっています。図３は合計
点のみのグラフですが、疼痛・機能・こわば
りの各スコアにおいても鍼治療が対照に比べ
て有効であったと報告されています。同様に
ドイツにおいも変形性関節症には鍼治療が偽
鍼よりは本物の鍼が有効であったと報告され
ています。 

  図２  ストレイトバーガーに   

  よるシャム鍼 

  図３  本物の鍼治療の効果 

 

図１  『代替医療のトリ   

ック』の表紙 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偽物の鍼治療には、ストレイトバーガーの偽鍼を
使用する方法以外にも①切皮程度の最小刺激によ
る鍼治療、②経穴でない部位への鍼治療などがあり
ます。図３は、ドイツにおける腰痛に対する鍼治療
の臨床試験において、最小刺激による鍼治療を偽物
の鍼治療として設定し、本物の鍼治療(中医鍼灸：し
っかりと刺入する鍼治療)および現代医学の標準治
療の３者を比較した結果を示したものです 2)。また、
図４は、ドイツにおけるにおける腰痛患者の鍼治療
の臨床試験において、最小刺激による鍼治療を偽物
の鍼治療として設定し、本物の鍼治療(中医鍼灸：し
っかりと刺入する鍼治療)および治療を希望する待機群を比較した結果を示したもの
です 2)。図３では、真の鍼治療とシャム鍼では差が認め
られなかったが、標準治療とは差があったと報告されて
います。同様に図４においても中国式鍼治療とシャム鍼
とは差が認められなかったが、待機群とは有意な差があ
ったと述べられています。 

こうしたデータをサイモン・シンらは、最小刺激とし
た偽鍼治療と鍼治療では有意な差がなかったとし、鍼治
療はプラセボー効果であると断じたのでした。しかし、
これらの臨床試験で対照とされている最小刺激による
鍼治療は決してプラセボーではなく、我国においては良
く行われている浅刺による鍼治療に当たります。従って、中国で行われている太い鍼
で深く刺す鍼治療と浅くて軽微な鍼治療では効果に差がないということを示したもの
であり、決してプラセボーではないということです。しかも中国式鍼治療および日本
式の鍼治療は西洋医学で行われている標準治療よりも効果があるということを明らか
にらしたものです。サイモン・シンらの記述は、明らかに誤った解釈であることを指
摘せざるを得ません。 

以上をまとめますと鍼治療は決してプラセボーではなく、確実に効くといことです。 
 

２．偽物の鍼の開発は可能か 

上述したように、臨床試験では二重
盲検法による研究が重要であるとされ
ています。つまり鍼灸師と患者の両方
が本物の鍼と偽物の鍼が分からないよ
うにして行う必要があります。それに
は、プラセボー鍼が必要です。上記し
たストレイトバーガーの鍼は施術者に
はシャム鍼であることがわかりますの

図３  腰痛に対する真の鍼治療

とシャム鍼および標準治療との

比較 

図４  腰痛に対する本物の 

鍼治療とシャム鍼およ 

び待機群との比較 

図５  黒野が開発した偽鍼 

図４  中国式鍼群、シャム鍼

群、待機群との比較 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で二重盲検にはなりません。シングルブラインドによる臨床試験となります。しかも
鍼は身体内に入らないものの皮膚は確実に刺激されます。そういったことから、刺す
鍼と皮膚刺激による鍼との比較ということになります。また、最小刺激による鍼も決
してプラセボーとはならず、深刺と浅刺しの比較ということになります。 

そうした問題点を克服するために我国で最初に偽鍼の開発を試みたのが黒野です。
黒野は図５に示すようにオイルゼリーを工夫して、身体に刺さる場合とオイルゼリー
内と留まり、身体に刺さらない装置を手作りしました 4)。装置はアームカバーで覆わ
れ、内部が見えないように工夫されています。生体への刺入か、オイルゼリーへの刺
入かについては、施術者の判定において差は見られなかったとし、施術者にはブライ
ンドがかかっていることを確認しています。しかし、被験者へのブラインドについて
は調査されていません。なお、黒野は筋交感神経活動(MSNA)を指標に両者の比較を行
ったところ、MSNA には偽鍼では変化しなかったが、本物では抑制されたと報告して
います。 

この点を明らかにしたのが高倉らのプラセ
ボー鍼の開発です。図６は高倉らのプラセボ
ー鍼です 2)。高倉らは、患者と施術者の両方
にブラインドをかけるためにプラセボー鍼の
鍼管の上下に抵抗物を装着し、鍼を刺入して
も鍼管下部の抵抗部に刺さり、あたかも身体
内に刺したような感覚が得られるようにして
あります。一方、真の鍼には鍼管下部の抵抗
部がなく、鍼を刺入すれば身体内に刺さるよ
うにしてあります。いずれの鍼の場合も鍼体
にストッパーを取り付け、一定の深さまで刺
入する仕組みになっています。なお、鍼管は
不透なので内部の様子が見えず、外形上は本物と偽物は区別がつきません。高倉らの
研究では、このプラセボー鍼は施術者、被験者ともに本物と区別つがつかなかったと
報告しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図６  高倉らが開発した 

           プラセボー鍼 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参考文献+図の説明集【10】 
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図の説明 

図１  代替医療のトリックの表紙 

 サイモン・シンとエツアート・エルンスト著(青木薫訳)の「Trick & Treatment ?」の翻訳本の
表紙を示します。 
 

図２  ストレイトバーガーによるシャム鍼 

 シャム鍼は、鍼を刺入すると鍼体部分が鍼柄の中に入り、鍼は身体内に刺さりません。患者側
からは鍼が刺さったように見え、本物の鍼と見分けがつきません。しかし、鍼先は皮膚を刺激す
ることは確実であり、刺す鍼と皮膚を刺激する鍼との比較になってしまいます。図は文献２より
作図 
 
図３  本物の鍼治療の効果 

 シャム鍼を使用した群を対照群として本物の鍼を使用した治療群と比較したところ、図に示す
ように本物の鍼治療が有効であったと報告されています。図はWOMACの合計点のみのグラフで
すが、疼痛・機能・こわばりの各スコアにおいても鍼治療が対照に比べて有効であったと報告さ
れています。文献３より引用 
 

図４  腰痛に対する本物の鍼治療とシャム鍼および待機群との比較 

  中国式鍼治療とシャム鍼では差が認められませんでしたが、待機群とは有意な差があったと報
告されています。しかし、サイモン・シンらは中国式鍼治療とシャム鍼とで差がなかったことを
取り上げ、鍼はプラセボー効果だと述べました。図は文献２より引用 
 

図５  黒野が開発したプラセボー鍼 

黒野は図に示すようにオイルゼリーを工夫して、身体に刺さる場合とオイルゼリー内と鍼が留ま
り、身体に刺さらない装置を手作りで開発しました。装置はアームカバーで覆われ、内部が見え
ないように工夫されています。生体への刺入か、オイルゼリーへの刺入か、施術者の判定におい
て差は見られなかったとし、ブ施術者にはブラインドがかかっていることを確認しています。図
は文献４より引用 
 
図６  高倉らが開発したプラセボー鍼 

 高倉らはシャム鍼ではなく、治療者と患者の両方にプラインとをかけられるプラセボー鍼の開
発に取り組みました。検討の結果、両者にブラインドをかけられたと報告されています。図は文
献２より作図 
 


